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膚
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１

乱二

､入Ｚ３グ

選･え

ノ

壷
一
噸
霞

軍

ノ

江
戸
時
代
に
は
幕
府
に
よ
っ
て
日
本
人
の
海
外
渡

航
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
一
般
の
庶
民
が
異
国

や
異
文
化
と
接
す
る
機
会
は
乏
し
い
状
況
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、
海
運
の
発
達
に
よ
っ
て
船
舶
の
航
行
が

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
海
難
・
漂
流
の
機
会
も
増
え
、

そ
の
結
果
と
し
て
異
国
人
と
交
流
し
た
人
々
も
少
な

か
ら
ず
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
輪
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）

に
海
難
事
故
で
漂
流
し
、
ア
メ
リ
カ
船
に
救
助
さ
れ

か
こ

て
帰
郷
し
た
備
中
出
身
の
水
主
・
徳
兵
衛
が
語
っ
た

漂
流
体
験
を
、
津
山
城
下
西
今
町
の
野
々
口
屋
佐
一

郎
が
聞
き
取
っ
て
書
き
留
め
た
「
漂
流
記
」
で
す
。

こ
の
時
、
徳
兵
術
と
共
に
漂
流
し
た
人
物
と
し
て
有

名
な
の
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ピ
コ
の
異
名
で
知
ら
れ
る

播
磨
出
身
の
彦
蔵
で
す
。

徳
兵
衛
の
漂
流
記
と
し
て
は
、
郷
里
で
聞
き
書
き

さ
れ
た
「
漂
客
夢
物
語
」
が
既
に
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
資
料
は
市
史
編
さ
ん
に
伴
う
近
世
部
会
員

の
資
料
調
査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
聞
き
取

り
の
経
緯
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
野
々
口

屋
佐
一
郎
と
徳
兵
衛
と
の
接
点
は
不
明
で
す
が
、
ペ

リ
ー
来
航
・
日
本
開
国
の
衝
撃
に
よ
っ
て
、
津
山
の

町
人
の
間
で
も
異
国
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
（
小
島
）

雑
畷
Ｙ
玲
爾
欺
鐙
倒
路
鯉
蛎
、
同
雛
ぜ
ゎ
炉
幽

華
厳
り
争
詔
簿
捗
蕃
算
Ｉ

桂
息
遜
、

6

，１

鐙
患
□

１
－－

砿撫ｌｉ､溌聯》j堂=＝
今回発見された徳兵衛の漂流記毅助の後､サンフランシスコに入港したとの記述箇所

西今町野々口屋佐一郎」とある

漂流記の奥書

[徳兵術珊之趣聞取書



剛
勇
麗
第
丁
回

ま
ず
、
７
月
か
ら
新
し
い
任
期
を
迎
え
、
い
ず
れ

も
留
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
に
教
育
長
か
ら
委
嘱

状
を
交
付
し
、
正
・
副
委
員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
率
務
局
か
ら
事
業
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ

れ
、
事
業
の
進
展
に
伴
う
編
さ
ん
計
画
の
若
干
の
修

弓

弓１

２

古代部会での巡見の様子

正
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
新
し
い
市
史

の
タ
イ
ト
ル
は
、
古
い
市
史
と
の
混
同
を
避
け
て
「
新

修
津
山
市
史
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
掲
載
資
料
の
筆
耕
要
領
や
本
文
の
仕
様
に
つ

い
て
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

煙：

一

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

与毎

I霧

［
二

４
－
口

瀞謹
』
一

雪

雪？

＄■廷

ん
ど
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
資
料
編
は

づ
き
時
代
や
地
域
性
を
考
慮
し
て
、
旧
石
器
時
代

跡
、
縄
文
”
９
遺
跡
、
弥
生
”
弱
遺
跡
、
古
墳
》

◆
中
世
部
会

（
部
会
長
函
三
好
委
員
、
副
部
会
長
恥
久
野
委
員
）

引
き
続
き
関
係
各
所
の
資
料
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
７
月
別
日
に
は
、
古
代
・
近
現
代
部
会

●

平
成
羽
年
度
、
通
史
編
は
釦
年
度
刊
行
に
向
け
て

時
代
か
ら
遺
跡
数
が
増
加
し
、
古
墳
時
代
が
ほ
と

本
市
で
は
旧
石
器
・
縄
文
時
代
が
少
な
く
、
弥
牛

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
時
代
別
の
遺
跡
数
か
ら
、

近
世
函
舶
遺
跡
）
に
絞
り
込
み
、
執
筆
担
当
も
決

８
月
四
日
於
郷
土
博
物
館
研
修
室

◆
自
然
風
土
・
考
古
部
会

雫一で悪圃■厚一
◆
古
代
部
会

（
部
会
長
”
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
“
今
津
委
員
）

皿
月
に
部
会
を
開
い
て
資
料
編
に
つ
い
て
協
議

し
、
ｕ
月
犯
・
羽
日
に
は
巡
見
を
行
い
、
美
作
国

の
官
道
沿
い
の
白
鳳
寺
院
跡
や
郡
簡
の
跡
な
ど
を

現
地
調
査
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
資
料
編
出
版
に

向
け
、
資
料
調
査
・
整
理
を
実
施
し
ま
す
。

１
０
０
遺
跡
、
古
代
”
羽
遺
跡
、
中
世
“
恥
遺
跡
、

か
ら
近
世
ま
で
２
３
９
遺
跡
（
旧
石
器
罪
皿
遺

考
古
資
料
編
の
掲
載
遺
跡
を
、
編
集
方
針
に
基

部
会
通
信

（
部
会
長
恥
河
本
委
員
、
副
部
会
長
亜
可
児
委
員
）



○

◆
近
世
部
会

（
部
会
長
》
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
”
在
間
委
員
）

７
月
末
を
期
限
と
し
て
部
会
員
全
員
が
通
史
編

の
項
目
案
を
提
出
し
、
そ
の
集
約
結
果
を
た
た
き

台
と
し
て
、
９
月
の
部
会
で
全
体
の
大
ま
か
な
内

容
構
成
と
森
家
時
代
の
執
筆
分
担
を
決
め
ま
し

た
。
ｎ
月
に
は
、
津
山
の
旧
城
下
町
エ
リ
ア
で
巡

見
を
行
い
、
町
割
の
概
要
や
重
要
施
設
の
所
在
な

ど
、
実
地
を
歩
き
な
が
ら
確
認
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
館
蔵
未
整
理
文
書
や
個
人
所
蔵
文
書
の
調
査

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

と
合
同
で
、
美
作
一
宮
で
あ
る
中
山
神
社
の
調
杏

を
行
い
、
神
社
所
蔵
の
中
世
文
書
を
確
認
し
ま
し

た
。
廻
月
６
日
に
は
部
会
を
開
き
、
資
料
編
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

◆
近
現
代
部
会

（
部
会
長
》
在
間
委
員
、
副
部
会
長
叩
香
山
委
員
）

部
会
全
体
と
し
て
は
、
９
～
Ⅲ
月
に
勝
北
歴
史

民
俗
資
料
館
の
保
管
資
料
を
２
回
に
分
け
て
調
査

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
久
米
歴
史
民
俗
資
料
館
な

ど
、
各
資
料
館
保
管
資
料
の
調
査
を
続
け
ま
す
。

各
執
筆
者
も
個
別
に
、
津
山
町
議
会
議
事
録
の
調

査
・
撮
影
、
堂
尾
地
区
で
の
自
由
民
権
関
連
聴
き

取
り
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標

で
あ
る
資
料
編
の
編
さ
ん
・
刊
行
に
向
け
て
、
着
々

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

８
月
８
日
第
５
回
考
古
部
会

９
月
別
日
第
２
回
近
世
部
会

◆
民
俗
部
会

８
月

進
め
て
い
ま
す
。
９
月
型
日
～
妬
日
に
は
、
京
都

行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
祭
礼
調
査
や
「
食
‐

府
立
大
学
の
東
昇
氏
と
学
生
４
名
が
、
泊
り
が
け

示
館
や
加
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
民
具
調
査
も

し
て
、
執
筆
者
の
安
倉
氏
を
中
心
に
阿
波
民
具
展

査
を
行
い
ま
し
た
。

で
旧
め
ぐ
み
荘
（
民
具
展
示
室
）
の
民
具
調
査
を

て
は
、
大
井
西
、
倭
文
、
阿
波
、
綾
部
な
ど
で
調

に
関
す
る
調
査
も
進
ん
で
い
ま
す
。
民
話
に
つ
い

市
内
各
所
を
回
っ
て
の
聴
き
取
り
調
査
と
並
行

（
部
会
長
亜
前
原
委
員
、
副
部
会
長
“
安
倉
氏
）

京都府立大学生による民具調査の様子

Ⅲ
月
即
日
近
現
代
部
会
資
料
調
査
（
勝
北
）

皿
月
皿
日
第
２
回
古
代
部
会

編
さ
ん
事
業
の
経
過
（
平
成
刀
年
７
月
～
）

廻
月
６
日
第
１
回
中
世
部
会

Ｑ
，＝

「
市
史
だ
よ
り
」
第
３
号
発
行

８
月
皿
日
第
１
回
編
さ
ん
委
員
会

７
月
加
日
市
史
講
座
（
講
演
会
）

９
月
釦
日
近
現
代
部
会
資
料
調
査
（
勝
北
）

９
月
型
～
恥
日
京
都
府
立
大
生
民
俗
調
査

ｕ
月
１
．
賜
日
近
世
部
会
巡
見

ｎ
月
銘
・
羽
日
古
代
部
会
巡
見

※
各
部
会
の
執
筆
者
と
し
て
、
新
た
に
左
の

方
々
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
敬
称
略
）

四
月
５
日
近
現
代
部
会
資
料
調
査
（
久
米
）

民
俗

秋
田
麻
早
子
美
術
史
研
究
家

平
松
里
美
絵
画
修
復
ス
タ
ジ
オ
○
富
国

ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー



ｌ
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
Ｉ

毎
回
好
評
で
し
た
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ｊ

ｇ
甫
警
皇

Ｉ
Ｅ
Ｉ

い
か
だ

吉
井
川
の
筏

前
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
館
長

在
間
宣
久
氏

（
編
さ
ん
委
員
／
近
世
・
近
現
代
担
当
）

４

〆③
亀
裂
回

美
作
学
講
座

津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）
・
美
作
大
学
共
催

E

言

ぷ

,i「

扇
ぅ
武
守

８
月
四
日

二一一・

す 勝い起府錨ま両と筏にまにと大ら降ため津
・訴ずこ領綜当し者、流触と調そを正、のかて川ま
でれりとし時たの吉しれま査し確り筏新を、やず
終も、津ての。紛井と、つさて認昭流聞説ど木筏

離職灘撚加測馴?常男

燕蕊議鍵蝋謎：し運な明で例都
でのはて幕がれた在ら:妾害跨を喋湖脅皇窪

ま
ず
、
古
い
市
史
で
の
「
町
作
」

「
作
人
」
に
関
す
る
記
述
を
確
か

め
、
作
人
が
零
細
だ
と
い
う
の
は

本
当
な
の
か
？
と
の
問
題
を
提
起

し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
津
山
の
城
下
町

に
お
け
る
作
人
の
分
布
や
町
作
と

作
人
の
関
係
を
分
析
し
、
作
人
が

全
て
零
細
な
の
で
は
な
く
、
ま
た

町
作
地
の
所
有
者
は
作
人
だ
け
で

な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。そ
し
て
、
町
作
地
・
作
人
の
支

配
系
統
が
複
雑
だ
っ
た
た
め
、
年

貢
収
納
を
め
ぐ
る
混
乱
が
生
じ
た

事
例
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
ま
と

め
と
し
て
町
作
と
は
城
下
町
居
住

者
が
耕
地
を
所
有
し
て
耕
作
を
行

う
こ
と
で
あ
る
と
確
認
し
ま
し

た
。

ま
ち
さ
く

津
山
の
城
下
町
と
町
作

郷
士
博
物
館
館
長
尾
島
治

（
編
さ
ん
室
職
員
／
近
世
担
当
）

■
Ｊｊ

②
第
副
国

〆
』
』

加
月
四
日

譜
.｡』



岡
山
県
内
に
お
い
て
は
、
口
縁
部
形
態
よ
り
も
鉢
部
と

覆
部
の
形
成
過
程
の
方
が
よ
り
顕
著
な
特
徴
差
が
認
め
ら

れ
る
た
め
、
こ
れ
を
も
と
に
分
類
と
時
期
区
分
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
形
成
過
程
は
大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
一

般
的
に
ダ
ル
マ
型
と
呼
ば
れ
る
鉢
部
と
覆
部
が
一
体
化
し

た
も
の
、
い
っ
た
ん
鉢
を
完
成
さ
せ
て
か
ら
覆
部
を
形
成

す
る
も
の
、
皿
も
し
く
は
浅
鉢
状
の
底
部
を
作
り
、
そ
の

上
端
に
立
ち
上
が
り
を
も
た
せ
た
鉢
を
完
成
さ
せ
て
か
ら

覆
部
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
平
成
巧
年
に
寄
贈
を
受
け
た
手
陪
形
土
器
と

称
す
る
土
器
に
つ
い
て
紹
介
し
、
併
せ
て
津
山
市
内
の
手

賠
形
土
器
を
概
観
し
た
い
。
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
土
器

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
は
土
器
の
概
要
を
説
明

す
る
。

て
あ
ぶ
り
が
た
ど
き

津
山
市
内
の
手
賠
形
土
器
に
つ
い
て

１
手
焔
形
土
器
の
概
要

手
陪
形
土
器
と
は
弥
生
土
器
の
一
種
で
あ
り
、
現
代
の

手
陪
用
火
鉢
に
似
た
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
つ

け
ら
れ
た
。
お
お
む
ね
鉢
形
土
器
の
口
縁
部
に
円
錐
形
な

い
し
半
球
形
の
覆
い
を
つ
け
、
覆
い
の
一
側
面
に
半
円
形

に
切
り
取
ら
れ
た
開
口
部
が
あ
る
。
器
高
及
び
口
径
は
過

～
加
皿
程
度
で
あ
る
。

め
ん

ま
ず
、
こ
の
土
器
の
も
つ
特
徴
的
な
部
位
と
し
て
、
面

勾
毎
千
年

と
耳
が
あ
る
。
面
は
、
覆
部
側
の
開
口
部
の
口
縁
で
、
拡

張
し
た
り
装
飾
が
加
え
ら
れ
た
り
す
る
。
耳
は
、
開
口
部

両
端
付
近
の
口
縁
部
か
ら
覆
部
に
か
け
て
の
部
分
に
貼
り

付
け
ら
れ
た
小
さ
な
耳
状
の
突
起
で
あ
る
。
面
は
ど
の
手

陪
形
土
器
に
も
あ
る
が
、
耳
は
付
け
ら
れ
る
も
の
と
付
け

ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

●
資
料
紹
介

的態縁成１ともな定土しあ力訂は変る時
・分部形９手いのいさ数さてる報出県・代次
空類の技７陪うも。れがらい・告土を九後に
間法形法０形説あ内て少にる津さ数中州期、
的が態に年土なる部いな、。山れが心北後出
な近と関代器どこにる〈日市て極と部半土
変畿、す以のがと煤が、常内お端しかかす
イヒ地鉢る降本あかが、出的でりにたららる
が方部論で格るら付具土には、少近関古時
明をと考あ的。、着体状使、例な縦東噛期
ら中覆がりな火し的況用現外い地地時が
か心部多、研をてになさ在的が方方代短
に（二とい現究焚いはどれまに、にに前〈
な定の。時が くるまかるで出岡多み期限
つ着接そ点さたもだら土の土’１１いら前ら
てし合のでれめのよ用器と数県・れ半れ
きて方成ははにや〈途とこカヲは近、ごて
てお法果形じ使、わは比ろ多ｌ畿大ろい
いＩ〕にと態め用変か祭べ２い３地阪まる
る、よし分たさ色つ祁る点地０方府で。
。時るて類のれしてとと出城点以・で弥
間形口やはたたい推出土で余外滋あ生

宮
崎
絢
子

現代の手陪火鉢の例（上）と手陪形土器の部分名称
（高橋一夫「手陪型土器の研究』六一書房１９９８より）

５

２

３

４

５

鉢部

覆部

底部

体部

1-1縁部

６

７

８

９

１０

開口部

ｕ縁端部

耳

面

突帯
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高橋谷遺跡出士の手陪形土器トレース図（左）と写真

一一一＝

日 １０ＣＩＴ

で
あ
る
が
、
弥
生
時
代
後
期
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

6，

土は〈付ててナ積るはのにりしらのらが跡橋２
器認焼りけ作おデん覆・丁ミ引作、鉢面寄土後みは谷寄
のめ成だてらりがで部

室至賊葵慨窒器勢禄雲蒜警寄型らはし形れ、施いは

識難戦幸蝿蜜
式れ良、成て覆さつ鉢
にな好ナさい部れた部
はいでデれるがる痕に
な。、て、。鉢。跡比

睡黙鰯蕊舗震
い鉢二整中面の鉢がべ
た部次え央は口部よる
めの的てに端縁口〈と

やぱ響iい護壱実乱雲湯塞墓は垂、かくこい稜部端縁観つ
詳た焼るをに部の察〈

荒内れ縁「－１〈て部細ちけ。つ１幅を内でり時に住見津器
￥面るで縁びぃ分代は居さ山にながたま広隠面きが

製津部むのさがる荒
デ縫外:磐謙量い、末弥祉れ市つ作山分よ粘な接。〈力、生やた山い
仕よ面部まよ時近やう土い合内、覆

暴臆盟言悲て期隣煤に紐よ面外粘上りはをでう部
はののしをうと面土げも横わし（二の倉前の橘内
不鉢付て貼にな共紐で上方ずつ内頂時期井谷、
明形著つＩうしつにをあ部向かか行か代か戸遺高

・
天
神
原
遺
跡
出
土
品

天
神
原
遺
跡
は
津
山
市
河
辺
地
内
の
古
墳
や
集
落
を
含

む
遺
跡
で
あ
る
。
手
陪
形
土
器
は
住
居
杜
の
壁
溝
か
ら
出

土
し
た
。
籾
部
の
一
部
を
除
い
て
お
お
よ
そ
の
か
た
ち
が

復
元
で
き
る
状
態
で
あ
る
。

鉢
部
は
平
底
で
、
浅
鉢
状
の
底
部
の
上
端
に
垂
直
の
立

ち
上
が
り
を
も
た
せ
た
形
で
あ
る
。
底
部
と
覆
部
の
接
合

箇
所
が
突
帯
状
に
な
っ
て
お
り
、
刻
み
目
が
施
さ
れ
る
。

外
面
調
整
は
目
の
粗
い
タ
テ
ハ
ケ
後
横
方
向
の
ミ
ガ
キ

が
、
内
面
に
は
ハ
ヶ
メ
が
認
め
ら
れ
る
。
覆
部
は
外
面
に

目
の
粗
い
ハ
ヶ
メ
が
、
内
而
に
は
密
な
ハ
ケ
メ
が
施
さ
れ

る
。
面
は
外
側
へ
Ｌ
字
状
に
折
り
返
し
て
拡
張
し
、
刻
み

目
で
装
飾
さ
れ
る
。
鉢
部
口
縁
の
内
面
を
接
合
而
と
し
、

接
合
後
口
縁
部
を
覆
う
よ
う
に
突
帯
を
め
ぐ
ら
せ
、
刻
み

目
を
施
す
。
ま
た
、
種
部
中
央
に
焼
成
前
穿
孔
が
な
さ
れ
、

全
而
が
丹
塗
り
さ
れ
て
い
る
。
焼
成
は
良
好
で
、
二
次
的

に
焼
け
た
部
分
や
煤
の
付
着
は
認
め
ら
れ
な
い
。
時
期
は

３
津
山
市
内
の
手
賠
形
土
器
の
特
徴

先
ほ
ど
紹
介
し
た
高
橋
谷
遺
跡
の
も
の
に
加
え
、
津
山

市
内
で
出
土
し
た
２
点
の
手
陪
形
土
器
を
紹
介
し
、
市
内

の
手
陪
形
土
器
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た

い
。
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弥
生
時
代
後
期
末
で
あ
る
。

浅
鉢
状
の
底
部
と
覆
部
が
一
体
化
し
て

い
る
た
め
、
ダ
ル
マ
型
に
含
ま
れ
る
か
た

ち
で
あ
る
．
丸
底
で
、
外
面
は
ハ
ヶ
調
整

器

後
横
方
向
の
ミ
ガ
キ
が
、
内
面
は
ハ
ヶ
調

土形
整
後
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
る
。
覆
部
は
内

陪手
面
に
ハ
ケ
メ
と
ナ
デ
が
、
外
而
に
は
ハ
ケ

の土
調
整
後
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
、
装
飾
と
し
て

出

小
さ
な
突
帯
が
１
条
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

〕右く

る
。
面
は
端
部
を
わ
ず
か
に
肥
厚
さ
せ
て

跡浬唱

丸
く
収
め
る
。
鉢
の
端
部
を
接
合
而
と
し
、

部

接
合
部
を
突
帯
の
よ
う
に
つ
く
り
だ
す
。

上び

焼
成
は
良
好
で
、
二
次
的
に
焼
け
た
部
分

よお

や
煤
の
付
着
は
認
め
ら
れ
な
い
。
時
期
は

ｊ左

弥
生
時
代
後
期
末
で
あ
る
。

く跡
以
上
３
点
の
手
陪
形
土
器
の
特
徴
に
っ

連
哩原
い
て
簡
単
に
ま
と
め
た
い
。

神天
手
陪
形
土
器
は
全
国
的
に
み
て
も
同
じ

規
格
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
、

１
つ
１
つ
の
個
性
が
強
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
が
、
津
山
市
内
の
も
の
も
同
様
で
あ

る
。
３
点
そ
れ
ぞ
れ
の
形
成
過
程
や
面
の
つ
く
り
が
異
な

る
た
め
、
近
い
時
期
に
近
い
場
所
で
作
ら
れ
た
同
じ
種
類

の
土
器
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
個
体
差
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
鉢
部
口
径
が
恥
、
前
後
と
ど
れ
も
同
じ
く
ら
い
の

大
き
さ
で
あ
る
こ
と
や
、
鉢
部
の
調
整
で
は
横
方
向
の
ミ

ガ
キ
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
鉢
部
に
つ
い
て
は
共
通
点
が
多

ロ lＯｃＩ１１

。
上
部
遺
跡
出
土
品

上
部
遺
跡
は
津
山
市
草
加
部
地
内
の
集
落
遺
跡
で
あ

る
。
手
陪
形
土
器
は
住
居
杜
の
床
面
か
ら
出
土
し
た
。
底

部
か
ら
複
部
の
下
半
ま
で
が
復
元
可
能
で
あ
る
。

い
ゐ

ま
た
、
鉢
の
形
状
は
こ
の
時
期
の
津
山
市
内
に
お
い
て

通
常
使
わ
れ
て
い
る
鉢
形
土
器
の
か
た
ち
と
は
異
な
る
も

の
で
も
あ
る
。
岡
山
県
内
で
も
手
陪
形
土
器
の
出
土
が
集

中
す
る
南
部
に
お
い
て
は
、
通
常
使
わ
れ
て
い
る
鉢
形
土

器
に
覆
い
を
つ
け
た
手
賠
形
土
器
も
出
土
し
て
い
る
が
、

津
山
市
内
の
手
陪
形
土
器
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ

も
は
じ
め
か
ら
手
陪
形
土
器
を
作
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
と
い
う
点
も
共
通
し
た
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

４
お
わ
り
に

今
回
は
形
成
過
程
や
器
面
調
整
を
中
心
に
手
陪
形
土
器

を
紹
介
し
た
。
日
常
的
に
は
使
わ
ず
、
こ
の
地
域
に
は
元
々

な
い
と
思
わ
れ
る
種
類
の
土
器
を
当
時
の
人
々
が
ど
う

や
っ
て
知
り
、
ど
う
し
て
作
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
用
途

に
つ
い
て
な
ど
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
津
山
市
史
」
編
さ
ん
を
通
じ

て
当
時
の
津
山
の
人
々
に
つ
い
て
学
び
、
改
め
て
考
え
た

い
と
思
う
。

可
司
互

向
ノ
ー

芦
ｆ
ｌ
皇
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⑦
津
山
市
史
講
座
（
講
演
会
）
７
月
邪
日
開
催

隠
元
が
近
世
の
日
本
に
与
え
た
影
響
ｌ
書
道
文
化
を
中
心
に
Ｉ

講
師
》
愛
知
学
院
大
学
准
教
授
劉
作
勝
氏

戸 、

会場の様子

津
山
藩
主
森
長
継
の
生
母
・
渓
花
院
の
卵
回
忌
供
養
の
た
め
、

寛
文
４
年
（
１
６
６
４
）
に
長
継
が
隠
元
に
依
頼
し
て
書
か
れ
た

し
げ
詩
偶
が
、
倉
敷
の
龍
白
白
院
で
見
つ
か
り
、
郷
土
博
物
館
に
寄
託
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
資
料
を
鑑
定
し
た
劉
作
勝
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、
近
世
初
期
に
日
本
に
渡
来
し
た
隠
元
は
じ
め
黄
梁
僧
た
ち

に
よ
る
文
化
的
な
影
響
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

劉
氏
は
中
国
大
連
市
の
お
生
ま
れ
で
、
平
成
９
年
に
来
Ｈ
し
て

大
学
で
書
道
教
育
や
美
術
史
の
研
究
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
隠
元

は
じ
め
黄
蕊
僧
の
来
日
前
後
の
中
国
・
日
本
の
書
道
文
化
へ
の
ご

造
詣
が
深
く
、
ま
た
ご
自
身
で
も
幼
少
期
か
ら
害
を
た
し
な
み
、

響
の
作
品
で
の
受
賞
歴
も
多
数
お
持
ち
で
す
。

ご
講
演
で
は
、
ま
ず
隠
元
来
日
の
経
緯
か
ら
ひ
も
解
か
れ
、
当

時
の
日
本
で
単
に
黄
壁
宗
が
広
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ゲ
ン

豆
や
煎
茶
、
原
稿
用
紙
や
明
朝
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
国
の
文

物
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
隠

元
の
諜
の
特
徴
や
源
流
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
ｎ
本
の
書
道
界

に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

お
話
は
と
て
も
流
暢
で
、
時
に
は
研
究
上
の
こ
ぼ
れ
話
も
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
．

会
場
を
ほ
ぼ
満
た
し
た
㈹
名
の
聴
講
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聴
き

入
り
、
質
疑
応
答
で
も
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
盛
況
な
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。
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